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１９６８年５月１４日　　１日間


































那覇市議会





会議録目次




○　招集告示

○　会期及び日程

○　上程案件

（議案第３２号　工事請負契約について）

（議案第３３号　財産の取得について）

（議案第３４号　土地売買契約について）

（議案第３５号　土地売買契約について）

～～～～～～～～～～～～～～～～




○　処理結果
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○　出欠議員氏名

○　説明員
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（議案第３４号　土地売買契約について）

（議案第３５号　土地売買契約について）

○　質疑

仲本安一議員

建設部長

久高友敏議員

建設部長

黒潮隆議員

建設部長

久高友敏議員

建設部長

○　表決

○　閉会








那覇市告示第４４号

１９６８年５月１１日




　第１０２回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。







那覇市長　　西銘順治










１．日時　　　１９６８年５月１４日（火）午前１０時

２．場所　　　那覇市議会議場

３．付議事件

(1)　工事請負契約について

(2)　財産の取得について

(3)　土地売買契約について

(4)　土地売買契約について







第１０２回那覇市議会臨時会会期日程計画




１９６８年５月１４日　１日間












	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	５

	１４

	火

	本会議

	議案上程・説明聴取・質疑・討論・表決

	









本会議　　１日　　１日間


















第102回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件







議案第　３２　号

工事請負契約について







　次のとおり工事請負契約を締結する。







１９６８年５月１４日提出




那覇市長　　西銘順治







１．契約の目的　　　第２次若松市場併存住宅建築工事

２．契約の方法　　　指名競争入札

３．契約金額　　　　＄１５６，５００

４．工期　　　　　　議決の日から１９６９年４月８日

５．契約の相手方　　那覇市安里６４番地

城間組　代表者　城間長幸




（提案理由）

　市民生活の福祉向上および住宅難の緩和を図るため若松公設市場敷地を高度利用し、公設市場併存住宅を建設したいので、この案を提出する。




参考資料

工事請負仮契約書




１．工事名　　　　第二次若松市場併存住宅建築工事

２．工事場所　　　那覇市松下町

３．工期　　　　　議決の日から１９６９年４月８日まで

４．請負代金額　　＄１５６，５００．００

５．契約保証金　　＄４，６９５．００

　上記工事の請負について、那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と城間組代表者城間長幸（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は、別冊図面および仕様書（現場説明等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡しまたは承継させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りではない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して、または工事の主体的部分を第三者に委任し、または請負わせてはならない。

２　乙は、工事の一部を第三者に委任し、または請負わせようとするときは、あらかじめ甲の承認を受けなければならない。

３　乙は前項の規定により承認を得た工事につき、受託者または下請負人を決定したときは、当該工事の着手前に甲に通知しなければならない。

４　甲は、乙に対して受託者または下請負人が工事の施行につき著しく不適当と認められるときは、その変更を請求することができる。

第４条　甲は、乙の工事施工について、自己に代つて監督しまたは指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

(1)　工事施工に立ち合いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場代理人に対して指示を与えること。

(2)　工事用材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなければならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙は監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち合いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督員の承諾を得なければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届けを受理したときは、その日から１５日以内に検査を行ない検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち会わなければならない。

この場合において、これらの者が立ち会わないときは、検査の結果について異議の申し立てをすることができない。

４　第２項に合格したときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。

この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまでは乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいて、その代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　乙は、工事に支障を及ぼす天候の不良、その他乙の責に帰することができない理由または正当な理由により工期内に工事を完成することができないときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して、工期の延長を求めることができるただし、その延長日数は甲乙協議して定める。

第１３条　乙の責めに帰すべき理由により、契約で定めた工期内に工事の完成ができない場合において、期限後に完成する見込みがあると認めたときは、甲は遅延違約金を徴収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき、遅延部分に相当する代価の１０００分の３とする。

３　前項の遅延違約金は、請負金額の支払いの際、甲に支払うものとし、なお不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負金額または工期を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。この場合において契約保証金は甲に帰属する。

(1)　契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

(2)　正当な理由がなくて着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

(3)　工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

(4)　検査監督に際し係員の指揮監督に従わずまたは職務の執行を妨げたとき。

(5)　前各号のほか乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的を達することができないとき。

第１６条　乙は第８条に規定する引渡しの日から１年間、工事目的物のかしを補修、またはそのかしによつて生じた滅失もしくはき損に対して損害を賠償しなければならない。ただし、その期間は土地の工作物（石造、コンクリート造、れんが造または金属造の工作物を含む）および地盤のかしについてはこれを５年とする。

第１７条　この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１８条　この契約に関して甲と乙との間に疑義が生じたときまたは、この契約に定めない事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第１９条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書を２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

１９５８年５月１１日







	甲

	那覇市長　　　　西銘順治




	


	





	乙

	那覇市安里６４番地

城間組代表者　　城間長幸










～～～～～～～～～～～～～～






議案第　３３　号




財産の取得について

　次のとおり土地を取得する。










１９６８年５月１４日提出

那覇市長　　西銘順治










１．取得の目的　　公営住宅建設用地

２．土地の所在地、地目、地積

那覇市首里石嶺町４丁目３４４番　　　畑　　７４４坪

〃　　　２丁目１１８番　　　原野　１８５坪

〃　　　４丁目３４３番の２　畑　　９５９坪

地積合計６，２４１．３２平方メートル（１，８８８坪）

３．取得金額　　　＄６２，３０４．００

４．取得先

那覇市首里石嶺町４丁目１８番地　　　　座波アキ

那覇市字与儀３９１番地　　　　　　　　具志堅タケ

那覇市字与儀４１３番地　　　　　　　　嘉手川トミ子

中頭郡西原村字幸地１０３９番地　　　　翁長文子

那覇市首里石嶺町３丁目２１１番地　　　稲福加信




（提案理由）

　この土地は、公営住宅用地として取得する必要があるので、この案を提出する。






	首里石嶺町

	弐丁目




	四丁目
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議案第　３４　号




土地売買契約について




　次のとおり土地売買契約を締結する。




１９６８年５月１４日提出




那覇市長　　西銘順治




１．契約の目的　　　公営住宅建設用地の取得

２．土地の所在地、地目、地積

那覇市首里石嶺町４丁目３４４番　　　　畑　　　７４４坪

〃　　　２丁目１１８番　　　　原野　　１８５坪

地積合計　３，０７１．０７平方メートル（９２９坪）

３．契約の方法　　　随意契約

４．契約金額　　　＄３０，６５７．００

５．契約の相手方

那覇市首里石嶺町４丁目１８番地　　　　座波アキ

那覇市字与儀３９１番地　　　　　　　　具志堅タケ

那覇市字与儀４１３番地　　　　　　　　嘉手川トミ子

中頭郡西原村字幸地１０３９番地　　　　翁長文子




（提案理由）

　この土地は、公営住宅用地として取得する必要があるので、この案を提出する。




参考資料




土地売買仮契約書




　那覇市首里石嶺公営住宅建設に伴う住宅用地の取得について那覇市（以下「甲」という。）と那覇市首里石嶺町4丁目18番地座波アキほか3人（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約を締結する。

第１条　乙は、その所有する末尾記載の土地（以下「この土地」という。）を甲に売り渡し、甲はこれを買い受けるものとする。ただしこの土地については、所有権の移転登記後甲乙立会いのうえ実測を行ない地積を確定するものとする。

第２条　この土地の売買代金は金３０，６５７ドル（坪当り３３ドル）とする。ただし、実測の結果に従い増減があるものとする。

第３条　甲は、前条の売買代金をこの土地に対する所有権の移転登記を完了した後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

２　第１条ただし書きによる実測の結果地積に増減が生じたときは、確定の日から３０日以内に坪当り単価３３ドルの割合で精算するものとする。

第４条　乙は、この土地を１９６８年５月２０日までに甲に引渡すものとする。

第５条　乙は、この土地に先取特権、質権抵当権等の担保物権が設定されているときは、これらの権利を引渡しの前日までに消滅させるものとする。

第６条　乙は、この契約締結後、この土地を第三者に譲渡し、またはこの土地について所有権以外の権利を設定し、物件を設置し、および甲の同意なくして形質を変更してはならない。

第７条　乙は、この土地の売渡しについて第三者からの異議の申立て等があつたときは、引渡しの日の前日までに責任をもつて解決するものとし、甲に損害を与えたときは、その責を負うものとする。

第８条　乙は、この契約締結後、ただちにこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を甲に交付するものとする。

第９条　この土地に対する公租公課は、引渡しの日の前日までの原因によるものは、乙の負担とする。

第１０条　この仮契約は、後日議会の議決を得たとき有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書５通作成し、双方が記名押印して各自がその１通を所持する。

１９６８年５月４日




甲　　　那覇市代表者

市長　　西銘順治




乙　　　那覇市首里石嶺町４丁目１８番地

座波アキ




那覇市字与儀３９１番地

具志堅タケ




那覇市字与儀４１３番地

嘉手川トミ子




中頭郡西原村字幸地１０３９番地

翁長文子










土地の表示
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議案第　３５　号




土地売買契約について




　次のとおり土地売買契約を締結する。




１９６８年５月１４日提出




那覇市長　　西銘順治




１．契約の目的　　　公営住宅建設用地の取得

２．土地の所在地、地目、地積

那覇市首里石嶺町４丁目３４３番の２

畑　　３，１７０．２４平方メートル（９５９坪）

３．契約の方法　　　随意契約

４．契約金額　　　　＄３１，６４７．００

５．契約の相手方　　那覇市首里石嶺町３丁目２１１番地

稲福加信







（提案理由）

　この土地は、公営住宅用地として取得する必要があるので、この案を提出する。




参考資料

土地売買仮契約書




　那覇市石嶺公営住宅建設に伴う住宅用地の取得について那覇市（以下「甲」という。）と那覇市首里石嶺町3丁目２１１番地稲福加信（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約を締結する。

第１条　乙は、その所有する末尾記載の土地（以下「この土地」という。）を甲に売り渡し、甲はこれを買い受けるものとする。

第２条　この土地の売買代金は３１，６４７ドル（坪当たり３３ドル）とする。

第３条　甲は、　前条の売買代金のうち１５，０００ドルを第８条により乙が甲にこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を交付した後、乙の提出する請求書に基づき１９６８年５月１５日までに支払うものとする。

２　甲は、前条の売買代金のうち残金１６，６４７ドルを次条により甲が乙からこの土地の引渡しを受けた後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

第４条　乙は、この土地を１９６８年６月１５日までに甲に引渡すものとする。

第５条　乙は、この土地に先取特権、質権、抵当権等の担保物権が設定されているときは、これらの権利を引渡しの日の前日までに消滅させるものとする。

第６条　乙は、この契約締結後、この土地を第三者に譲渡し、またはこの土地について所有権以外の権利を設定し、物件を設置しおよび甲の同意なくして形質を変更してはならない。

第７条　乙は、この土地の売渡しについて第三者から異議の申立て等があつたときは、引渡しの日の前日までに責任をもつて解決するものとし、甲に損害を与えたときは、その責を負うものとする。

第８条　乙は、この契約締結後ただちにこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を甲に交付するものとする。

第９条　この土地に対する公租公課は、引渡しの日の前日までの原因によるものは、乙の負担とする。

第１０条　乙の債務不履行により甲がこの契約を解除したときは、乙はすでに受領した金額に受領の日から返還の日まで１日１ドルにつき１００分の４セントの利息を加算し、ただちに甲に返還するものとする。

第１１条　この仮契約は、後日議会の議決を得たとき有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。

　この契約を証するため本書２通を作成し、双方が記名押印して各自がその１通を所持する。

１９６８年５月４日

甲　　那覇市代表者

市長　　　西銘順治




乙　　那覇市首里石嶺町３丁目２１１番地

稲福加信










土地の表示

[image: 画像]


















第102回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件・処理結果







第１０２回那覇市議会（臨時会）処理結果







１．本会議　１９６８年５月１４日

	（午前１０時０５分開会）

	（午前１１時１６分閉会）
















本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	


68

	


5

	


14

	





	


会議録署名議員の指名について

	


議長

	１１番議員

１２番議員




	


	


	


	


	会期を定めることについて

	〃

	１日間




	


	


	


	32

	工事請負契約について

	市長

	同意




	


	


	


	33

	財産の取得について

	〃

	原案可決




	


	


	


	34

	土地売買契約について

	〃

	同意




	


	


	


	35

	土地売買契約について

	〃

	〃
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第102回那覇市議会会議録




臨時会




５月１４日（火曜日）１日







１９６８年度第１０２回那覇市議会会議録（臨時会）




○　５月１４日（１日）

	（午前１０時０５分開会）

	（午前１１時１６分閉会）









○　出席議員（２５名）





	　１番
	安見福寿君
	１８番
	大山盛幸君


	　３番
	大浜長弘君
	１９番
	又吉久正君


	　４番
	喜舎場盛一君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　５番
	山川正平君
	２１番
	金城重正君


	　６番
	儀間真祥君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　７番
	瀬長フミ君
	２３番
	喜久山朝重君


	　８番
	黒潮隆君
	２４番
	平良真次郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２５番
	高良一君


	１２番
	金城庄瑞君
	２６番
	比嘉佑直君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１４番
	宮良永昌君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久高友敏君
	３０番
	渡口麗秀君


	１６番
	仲本安一君










○　欠席議員（５名）


	　２番
	椿秀義君
	１７番
	金城吾郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２９番
	辺野喜英興君


	１０番
	吉浜朝一君







～～～～～～～～～～～～～～～









○　説明員


	市長
	西銘順治君


	第二助役
	新垣義徳君


	市長公室長
	城田清才君


	総務部長
	新里博一君


	財務部長
	当間重美君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	土木部長
	金城秀仁君


	水道局長
	玉城定仁君


	消防長
	宮平栄治君


	秘書課長
	大浜用陽君


	総務課長
	新垣弘君


	主計課長
	平山登君


	庶務課長
	宜野座朝恭君


	住宅課長
	佐久本政裕君


	建築課長
	浦崎安昭君




～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛宏君


	　
	　


	記録係
	長山城正信君


	記録係
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～












１９６８年第１０２回那覇市議会臨時議会議事日程第１号

１９６８年５月１４日（火）午前１０時開議







第１　　　会議録署名議員の指名




第２　　　会期の決定




第３　　　工事請負契約について

（市長提出議案第３２号）




第４　　　財産の取得について

（市長提出議案第３３号）




第５　　　土地売買契約について

（市長提出議案第３４号）




第６　　　土地売買契約について

（市長提出議案第３５号）




～～～～～～～～～～～～～～～






○　会議に付した事件




議事日程に同じ




～～～～～～～～～～～～～～～








○議長（高良　一君）

　これより、１９６８年第１０２回那覇市議会臨時会を開会いたします。

これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。この際諸般の報告をいたします。

５月１１日付、那総総第２，７７４号議案の送付について、那総総第２，７８４号議案の説明者について市長から文書が送付されておりましたので、それぞれお手元に配付してあります。

４月２３日付、那監第２２号「１９６８年度３月分公営企業水道事業会計例月出納検査結果報告」、

４月２７日付、那監第２３号「１９６８年度３月分一般会計および区画整理事業特別会計、下水道事業特別会計の例月出納検査の結果報告」書が那覇市監査委員　中山興忠ほか３名から提出されておりました。写は、お手元に配付してあります。「沖縄の祖国復帰に関する要請決議について」高松市議会議長　住谷寿雄、福岡県山田市議会議長　吉永薫から、それぞれ、決議した旨、文書が送付されておりましたので報告いたします。






○議長（高良　一君）

　日程第１　会議録署名議員の指名を行ないます。会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において、真栄城嘉園君、金城庄瑞君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～







○議長（高良　一君）

　日程第２　会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日５月１４日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて、会期は、1日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第３　工事請負契約について、を議題として提案者の説明を求めます。






○建設部長（花城　直政君）

　議案第３２号　工事請負契約について提案理由をご説明いたします。

那覇市の住宅難の緩和をはかるため、日、米、琉政府からの財政援助を得て建設する公営住宅と並行して、那覇市独自の計画により１９５６年度から１９６７年度までに若狭町、安謝、東町、辻町、田原、樋川、松下町の各地に５３５戸の市営住宅を建設したのでありますが、毎年人口の都市集中化にともない市民の需要を充たすことができませんので、その打開策としまして１９６７年度に建設いたしました、若松公設市場および市営住宅の第２次工事として前年度と同様市場併存住宅を建設すべく準備をすすめてまいりました。この工事につきましては、高度の技術を必要としますので、指名競争入札をもつて、施行していくのが、工事の監理上有利であると考え、業者の選定にあたつては、現在までの当市の工事実績等を慎重に検討し、建築工事について５社を選定しまして５月１日に指名競争入札に付したのであります。その結果、城間組が１５６，５００ドルで落札決定しましたので、お手元に配付してあります議案のとおり落札者として５月１１日に仮契約を締結したのであります。この計画は、前回と同様に市場敷地を高度に利用し、１階を市場として市民の便利をはかり、２階、３階、４階、５階を住宅とするいわゆる下駄ばき住宅であります。市場が、床面積８０９,０７５平方メートルで、住宅が１戸当り３０平方メートルの４４戸で鉄筋コンクリートブロツク造り５階建であります。建設費については市債で充当することになつています。よろしくご審議くださるようお願い申し上げます。




○議長（高良　一君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。






○儀間　真祥君

　３２号議案の中で、仕様書の作成にあつては図面に基いて市当局と業者と打ち合わせて作られたんですか。どんなもんですか。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。設計書と図面、それから仕様書は当局が作るわけであります。業者と協議して作るということではありません。




○儀間　真祥君

　第１条の２に図面と仕様書が合わない場合は甲、乙協議して定める、とありますが、これを当局が作るということになりますとどうなりますか。




○建設部長（花城　直政君）

　図面も仕様書も設計書も当局で作つて入札にかけて施行するわけでございますが、図面の場合は細部にわたり仕様書にかけない分があります。仕様書作成はこうしなさいといつておりますが、図面にはつきり現われてないという場合には疑義が生じてまいりますので、そういう場合には両方でこれはこういうことだということで協議しております。小さい細かいところで図面にも仕様書にも現わせない場合には甲乙協議して進めてゆくということであります。




○儀間　真祥君

　今までに工事を進めて来たが図面と仕様書が合わないという具体的なものがあつたか。




○建設部長（花城　直政君）

　図面と仕様書が合わないんじやなくて図面に具体的に現わせないのがあります。仕様書に現わすことができないのでこういう面をどうするのかということで疑義が生じますのでこういつたことを協議してやるということであります。細部についてはたくさんあります。具体的な例を申し上げますと、壁の寸法は図面に書いて現わせますけれどもいい現わせないところがあります。たとえば釘は何本打ちなさいということは書いてないので、そういつたことを協議してやらなければならないということであります。そういうこともあり得るということであります。






○金城　庄瑞君

　住宅難の緩和を図るため若松市場敷地を高度に利用して市場と住宅をともに建設したい、ということでありますが、那覇市の住宅難緩和策は何カ年計画で建てられているのか。もう1点は、郊外に安い土地を求めて住宅を建設する場合と旧市内の高価な土地に住宅を建設する場合、土地代を含めての償還年限はどのようになつているのか。土地代も家賃の算定の基礎に入れておるかどうか。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。那覇市の住宅事情はこの公営住宅の建設が始まるときにすでに計画されておりまして、その資料は１９６０年の国勢調査の結果、その資料に基いて那覇市の住宅困窮者の数を出しております。それが１４，０００戸という数が出ております。それで６０％は住民が自分で作る。それから住宅公社もあわせて作る。その残りの４０％を那覇市が公営、市営住宅を作つてゆくという計画で進めております。そうしますと１４，０００戸のうち５，６００戸を１０年間で建築してゆくということで６３年度からこれを計画し現在第２次３カ年計画のしまいになつております。それでそういう計算でゆくと毎年５６０戸の住宅を建設していかなければなりませんが、今の公営、市営住宅の建設戸数を調べますと大体その半分しかいつてません。そうしますと２０年計画になりますので、そういう事情で住宅事情は非常に逼迫しております。つまりたくさん作つていかなければならないということであります。それから郊外に作つた場合は土地が安いからいいけれども、現在の市街地に作ると土地代が高いからこれは土地代も家賃算定の基礎に入れるべきじやないかということですがもつともなことであります。これはそうなつております。市内の土地を購入してやる場合には高いですから採算がとれません。それでその当時の、取得したときの土地の値段でこれを算定するようになつております。公営住宅の場合、そういうことで新しく土地を市街地で購入してゆくと採算がとれませんので、今建設中のところは前からの市有地がございますので、そう高い家賃をとらなくてもいいということになつております。






○黒潮　隆君

　第二次若松市場併存住宅については立退補償費の話し合いが長引いたために追加工事として出されたのではないかというふうに考えるわけでございます。それで一挙に市場併存住宅を作つたほうが工事費など安上がりしたんじやないかと思いますが、そういう長い期間立退補償費などの話し合いによつて第二次工事のための提案ができなかつたというふうになるわけでございます。その期間からして資材費、労務賃金、物価の値上がりによつてどれだけの差額が出てゆくか、第一次作つた時と、今回とでは工事費にどのような差額が出てくるかという点をお尋ねしたいと思います。それに補償費の額、その２点について。






○建設部長（花城　直政君）

　第一次若松市場の建築のときと現在の第二次の場合の建築費の差額はやはりありまして、第一次建築の単価が坪あたり２１０ドル５０セントになつております。今度の場合は２３４ドル６セントになつております。一期の場合は２１０ドル５０セント、これは電気水道もありますけれども総計しまして第一次の場合は電気水道も入れて２５６ドル３セント。今度の場合は２８２ドル７９セントで大体２０ドルくらいの差があります。




○黒潮　隆君

　合計してどのくらいですか。




○建設部長（花城　直政君）

　これは戸数が違いますし、坪数も違いますので坪あたり単価のほうで想定されたほうがいいと思います。前の場合は４８戸で今度は４４戸ですから市場の面積も違いますのでそういつたものよりも坪数のほうがいいと思います。今回の場合は床面積が延べ、坪でゆきますと６６８坪５合３勺、１次の場合が７５８．１４坪であります。




○黒潮　隆君

　立退補償費はどれだけかかつておりますか。






○経済民生部長（慶佐次　盛宏君）

　数字については前の議会でお答えしたと思いますが、家主の建物撤去に対する補償が多分１１，０００ドルだつたと覚えております。店子に対する補償がはつきり覚えませんがおおむね６，０００ドルから７，０００ドルだつたと思います。適格な数字はのち程係りのほうで調査してお知らせいたします。






○赤嶺　慎英君

　若松の平屋住宅、あの平面の土地をもつと活用できないかということでずつと前から話しがあります。那覇市でも４階、５階のアパートがございますが、那覇市の土地はあの周囲ですと坪当り２００から３００ドルだと思います。これは一階延ばせば３００ドルの坪を確保したと同じ計算になります。これが市場と併存して５階ということで、アパートということになりますと、ご承知のとおり那覇市でも高層建築のブームが来つつあります。アパートという建物の限界ですが、人さまがお住いになりますので子供もいるのでいろいろな条件があると思いますが、限界という観点から４階、５階というつもりの設計か。それとも何かの理由によつてこの設計はそうなつてるのか。






○建設部長（花城　直政君）

　土地を有効に高度に利用するということになりますと高層の建物で１０階２０階というふうに延ばしたほうがいいと思います。そうしますと、やはり設備費に余計にかかりますのでどうしても１０階、２０階ということになりますとエレベーターを付けなければいけません。三つも四つも建築基準法に従つてやらなければいけませんし、保安上の問題もありますので余計金がかかります。エレベーターなしで人間が階段をのぼつてあがれるのは５階が限度ということで５階にしているわけであります。




○赤嶺　慎英君

　宇栄原の団地でも最上の階に行くものは、子供たちがいるところはなおさら不便をかこつております。１日に２往復ということはちよつと考えられない程不自由な思いをしているようであります。将来の問題ですが人間さまは次第に労せずしてレジヤーを楽しむというふうな時代になりつつあります。現時点においてエレベーターというものが金がかかるということで５階にしたほうがいいということですが、１０年、１００年の大計でたとえアパートであつても地階からすればエレベーターの経費は問題ないと思います。非常にデリケートな問題があると思いますが、あの一帯は区画整理もできているし、地上権といいますかそれを活用しなければいけませんし、そういう時点が来ると思います。その時点で直さなければならないという場合にまた建物を作らなければいけないと思いますが、エレベーターさえつければいいということで設計されたのか。近年、高層建築がどんどん出来ておりますのでそういう質問をしたわけであります。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。建物を高層化していつて住宅の緩和を図るということも非常にいいと思います。そうしますとさつきも申し上げましたとおりそれだけの設備がいりますので、かえつて家賃がどうなるかわかりませんが、これは計算したことはございませんが、技術的に考えまして高度の制限というものがございます。沖縄の法律では住宅地域では最高２０メートルしか作れないということになつておりまして、道路との間隔、敷地の大きさ、建ぺい率とか、いろいろ考えますと今のところエレベーターを付けずに、やはり５階ぐらいが適当だということであります。久場川は最初３階でしたが３階じやもつたいない、３階の基礎を打つなら４階にあげたほうがいいということで４階を作つております。おつしやるとおり５階にしたほうがいいということで去年あたりから検討を始めましたがいろいろな都合で４階になつておりまして、今後はそういつた技術的に、あるいは建築基準法上可能な限度において建物を作つてゆきたいというふうに考えております。




○議長（高良　一君）

　質疑を終結し討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　討論を省略し採決に入ります。議案第３２号　工事請負契約について原案に同意することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良　一君）

　日程第４　議案第３３号　財産の取得について。日程第５　議案第３４号土地売買契約について。日程第６　議案第３５号　土地売買契約について関連いたしますので一括して上程し当局の説明を求めます。




○建設部長（花城　直政君）

　議案第３３号および議案第３４号、議案第３５号については、関連いたしますので、一括してご説明申し上げます。

去つた２月臨時議会におきまして、石嶺公営住宅の建設計画について、その概要を申し上げました計画用地１０２,７６０平方メートルのうちすでに買収済が４６，４９４平方メートル、金額にして４６２，２６５ドルで全体の４５．３％、買収面積の４６．１５％であります。第一期工事にかゝる部分が若干残つており、そのうち那覇市首里石嶺町４丁目３４４番ほか２筆６，２４１．３２平方メートルを６２，３０４ドルで、那覇市首里石嶺町４丁目１８番地座波アキ外３名さらに那覇市首里石嶺町３丁目２１１番地稲福加信と１９６８年５月４日に売買の仮契約をそれぞれ締結いたしましたので、本案を提出した次第であります。なお、用地の買収価格につきましては、財産評価委員会の評価額を勘案して決定したものであります。以上概略ご説明申し上げました。よろしくご審議下さるようお願い申し上げます。




○議長（高良　一君）

　質疑に入ります。






○仲本　安一君

　まず関連議案であります議案第３３号～３５号にまたがりますが、議案第３３号の取得先これが５名になつております。そのうち座波アキさんから翁長文子さんまでが一つの契約書、さらに稲福加信さんが一つの契約書ということになつておりますが、これは条例によつて区分したと思います。そのうち座波アキさん、具志堅タケさん、嘉手川トミ子さん、翁長文子さんの４名の地主になつておりますが、この３４号議案からいたしますと、いわゆる地番としては、３４４番と１１８番と図面に書いてございますが、その地主は４名おりますけれども２筆に区分してあるというように理解しますけれども、それでいいのかどうか。これは４名別々に区分すべきではないか、この地目というのはどのようにして設定されたのか。その点がわかりませんのでご説明願います。

次にこの両方の仮契約書を見ますと、議案第３４号についてははつきり実測規定がございます。これは第１条でございます。第１条のただし書きにございますけれども、この３５号議案については実測規定がございません。そこでこれは実測する必要がないのかどうか、いわゆるそこら辺の登記ははつきりしておるのかどうかをご説明を願いたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。３３号議案の取得の議案、この関係人が５名おりますけれども、座波アキさんから翁長文子さんまでの４名は全部ムークチヨデーでごさいます。おとうさんが亡くなつたので娘が全部婿をとつておりますので、婿の名前じやなくして娘の名前になつて共有地になつております。

それから３４号議案のほうの仮契約の測量はだいたいできておりますけれども、まだ誤謬訂正の手続きの申請中でございます。まだ台帳地積がなおつておりませんので、こういううたい方をしておりまして、３５号議案も同じように誤謬訂正の申請中でございまして、また稲福加信さんのは全部買うんじやなくして一部分轄をして買うので地積の変動はないわけでございます。







○仲本　安一君

　同じく３４号議案、３５号議案の相違なんですが、まず３４号議案の第４条に「乙は、この土地を１９６８年５月２０日までに甲に引渡すものとする。」ということになつておりますが、３５号議案の同じく４条ですが「乙は、この土地を１９６８年６月１５日までに甲に引き渡すものとする。」ということになつておりますが、一方では実測を要する、一方は実測は必要はないということになれば、実測する必要がない部分がむしろ早く引き渡しが可能である。実測を要するものは引き渡しについて多少その期間は遅れるだろうと思います。ところがこの議案から見ますと、実際実測を要しないものが遅くなつて実測を要するものが早く５月２０日になつておりますが、そうなるとあと幾日もないけれども、それまでにできるのかどうか。その日にちがちぐはぐになつたのはどこら辺に原因があるのか。それをお尋ねいたします。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。３４号議案と３５号議案の４条の違い３４号が５月２０日までとなつておるのに、３５号議案は６月１５日までとなつておるということでございますが、やはり土地を購入するときは地主の意向が入つてくるわけでございます。〝私は今金が欲しいから早くくれ〟というようなことが出てきますのでそういう違いがでてくるわけでございます。この３５号議案の主は２月の議会でございましたが、そのときに提案いたしましたが、琉球信託さんがこの人の土地を借りて、貸住宅の建設工事を始めておつたので、われわれの計画にここは入つておるのでということでストツプしたところでありまして、この地主は早く金をもらいたいということでございまして、特に５月１５日までというように期間がうたわれたわけでございます。そういうふうにしなければなかなか地主との相談がまとまらないので、そういうふうにしたわけでございます。




○仲本　安一君

　次に３条ですが、３４号議案については「売買代金の支払いについては、所有権の移転登記を完了した後」とはつきり明確になつておるが、この３５号議案については「所有権移転登記等の手続きに必要な書類を交付した後」とうたい方が違つておりますが、これは何か意味があるのかどうか。それをご説明願います。




○建設部長（花城　直政君）

　さつき申し上げましたことと関連いたしまして、３５号は早く金をもらいたいということで一応前払い方式になつておるわけでございます。移転登記の書類を那覇市に提出したときはすぐ半額払うというようなことでございまして、移転登記を全部済ましてあと全額払うということでございます。






○久高　友敏君

　議案第３３号及び３４号、３５号は関連いたしますが、特に３４号についてでございます。さつき１６番議員からもご質問がありましたが、５月２０日までに乙は甲に土地を引き渡さなければならないが、従つてこれを逆に解釈すると市は引き取らなければならないということになるかもしれませんが、ここには相当の耕地面積があつてキビが植えつけられておる。もちろんキビは農家によつては刈り取らないところもあるがその夏植えのキビが相当あります。そこでこのキビに対する補償はどこがやるのか。さらにこの土地の中には墓があるがその墓の撤去は５月２０日までにできるのかどうか。地主が撤去して市に引き渡すことができるのかどうか。それについてお尋ねいたします。さらにこれの実測に要する費用、つまり５月２０日までに市は引き取るわけであるが、その後において実測をしてその誤謬訂正はどこがやるのか、那覇市が行うのかということです。その点をお尋ねいたします。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。そこにあるキビはすでに刈り取られております。それから墓があることもわかつておりますが、墓はこちらが補償して撤去するということになつております。

それから誤謬訂正の測量も１３日にこちらがやつて、すでに誤謬訂正の手続きをやつておりますので、近いうちに誤謬訂正ができるものと考えております。




○久高　友敏君

　キビは刈り取られているけれども、しかしながらそこには秋植えという来年収穫できるキビがあるわけです。さらに春植えの場合、つまり株出しの場合は肥料を入れたらまた株が出てくるわけです。それは補償の対象となるということで、今まで前例があるわけですが、それはどこが補償するのか。少なくとも７００坪以上の土地には株があつてそれを地主以外の人が小作しておるが、その小作人はどこに要求するのか。この契約書の中には補償ということは出ていないが、株の補償はどういうふうになつておるのか。




○建設部長（花城　直政君）

　その株キビの補償もしてあります。この方は、実際は土地は石嶺にありますけれども、小作をしておる人は西原の人なんです。そこまで行つていろいろ相談しまして、話し合いをしてキビの補償まで出してあります。だからその中に株出しもみんな入つての補償をやつております。




○久高　友敏君

　補償は済んだわけですか。




○建設部長（花城　直政君）

　補償は済んでおります。




○久高　友敏君

　この土地の値段とは別個なんですね。本契約もしないで那覇市からすでに補償費を出したわけですか。何から補償費を出したのか。




○建設部長（花城　直政君）

　補償費という項目があります。




○久高　友敏君

　まだ買いもしないのにですか。




○建設部長（花城　直政君）

　仮契約をしてあります。議会の議決によつて本契約になるわけでございますが、こういうことでもしなければ本人は承諸しないわけです。これをやるなということであればこれを購入することはできないわけです。そういうことを認めていただかなければどうにもならないわけでございます。




○久高　友敏君

　キビの補償はされたということですが坪当り幾ら補償費を出したのか。さらに同じく補償の対象となる墓の補償は行つたのかどうか、もし補償してないとするならばこの評価はどういうふうに決めるのか。この点をもう１回お尋ねいたします。




○建設部長（花城　直政君）

　ただいま書類を取りに行つておりますので、しばらくおまち願います。




○久高　友敏君

　先ほどお尋ねいたしましたが、実測の費用はこちらが持つということですが、この費用は相当かかると思いますが、それを那覇市だけで負担するという理由についてお尋ねいたします。




○建設部長（花城　直政君）

　実測の費用も市が負担いたしております。この理由といいますと、市がどうしてもこの土地を買いたいということだからみんな那覇市のほうでやりなさいということです。つまり地主が売りたくないのをわれわれは買うわけでございますので、それだけの出費は仕方がないと思つております。






○黒潮　隆君

　坪当り３３ドルということは去年と同じ値段なんですね。ところが金融引き締めによつて去年よりは全般的に土地は安くなつており、去年と同じ値段というのは疑問なんですね。そういうことで安くできなかつたかどうかという点。もう1点は３５号議案には３４号議案にないのが入つておるわけです。第１０条なんです「乙の債務不履行により甲がこの契約を解除したときは、乙はすでに受領した金額に受領の日から返還の日まで１日１ドルにつき１００分の４セントの利息を加算し、ただちに甲に返還するものとする。」というのがございます。これは３４号議案には入つていない条項でございますが、これは何を意味しておるのか理解できないのでご説明をしていただきたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　３４号議案の仮契約書の中にないものが３５号議案の仮契約書の中にあるのが１０条でございますが、これは稲福加信さんの土地は、先ほど申し上げましたように琉球信託さんが土地を借りて、そこに建て売り住宅をつくる計画で仕事を始めておつたわけですが、それをわれわれが公営住宅の敷地だからということでやめてもらい建て売り住宅の建設に伴う諸物件の補償もしてわれわれがそこの借地権ももつております。そういうことでわれわれが借地権をもつて、おりますけれども、それを履行しない場合は向うに責任を負わしておかなければならないということでその条項が入つておるわけでございます。




○黒潮　隆君

　つまり借地権を消滅させきれない場合は、那覇市は買わないということですか。琉球信託に貸してある用地を那覇市が買取るようになつたわけですが、そして買取つたにしても向うには借地権が残つているわけですか。




○建設部長（花城　直政君）

　那覇市が借地権を持つているわけです。




○黒潮　隆君

　そうするとこの条文は何の意味ですか。




○建設部長（花城　直政君）

　この土地について最初地主は売らないで貸すんだということであつたが、ところがそういうことで６月までは借りましようということで借りて、われわれは借地権を持つております。琉球信託さんが６月何日かまで借りておつたのをわれわれが借りたわけです。ですからわれわれが借地権を持つているわけで、ずつと貸す、ということで売らないということでありましたけれども、今度は売るということであつたので契約をしたわけでございます。だからそういう関係でわれわれとしてはすでに借地料も払つておりますので、それを返えせないといつた場合はそれだけの分をもらわなければいかないということであります。




○黒潮　隆君

　意味がよくわからないですね。那覇市はいろいろ手続きが完了した場合に稲福さんに金を払うわけでしよう。分轄して金を払うわけなんですね。

ところが向うが債務不履行の場合は那覇市は金を返えしてくれという意味なのか、そういうことで債務不履行が起こる可能性があるのかどうか。そこら辺がよくわかりませんがね。




○建設部長（花城　直政君）

　現在われわれは一つもこの土地を使つておりません。使つておらないけれども、そのままもつておいたんじや困るので琉球信託さんと話し合いをしてその借地権を継承しております。借地料はすでに払つてあるわけです。だからこの契約不履行の場合は、それを返えしてもらわなければならないからそういうふうにしたわけであります。




○議長（高良　一君）

　休憩いたします。

	（午前１０時５５分　休憩）

	（午前１１時０５分　再開）







○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。さとうきびの補償につきましては４５２ドル８５セント支払らいしてございます。株出しまで入つての補償でございます。墓については査定中でございますのでまだ移してございません。






○久高　友敏君

　墓についてはまだされてないようですが、ただいまのご説明からいたしますと、すでに誤謬訂正はされているということを先程の答弁から伺いましたが、誤謬訂正されていればこの契約書にはつきり坪数も出てくると思いますが、今の提案の時点においては９２９坪になつてるが、これは増減があるというふうに契約にもなされているし、誤謬訂正の申請もされているならばはつきり坪数が出ていると思いますが、座波名義で誤謬訂正されると思いますが、これははつきり坪数が出て来ないのか。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。誤謬訂正されておるということは申し上げておりません。誤謬訂正の手続き中であります。土地事務所のほうが調査してこれを確認しない　限り訂正はなされない　わけでございます。それで、申請中でございますのでそのような面積を書いてございます。




○久高　友敏君

　誤謬訂正して増減があるということを認めたが、増えているのか、減つているのか、増えたなら幾坪増えたのか。




○建設部長（花城　直政君）

　誤謬訂正の申請中でございますので坪数は記憶してございません。数字の変動はございます。




○黒潮　隆君

　誤謬がなければ申請しないんですか。




○建設部長（花城　直政君）

　記憶しておりませんので。




○久高　友敏君

　部長の記憶はないかもしれませんが、いくら申請したという記録はあるでしよう。つまりいくら誤謬の訂正をしたのか。




○建設部長（花城　直政君）

　台帳地積は、４丁目３４４番、７４４坪が９５２坪。２丁目１１８番、１８５坪が９２坪。合計１,０４４坪、結局少こし増えております。




○久高　友敏君

　墓の補償もまだなされてないということでありますが、しかし契約書からするとあと６日で市に引き渡さなければならないが墓の補償でさえやつていない。あと６日すれば那覇市の所有になつてしまうが、那覇市の所有する土地に個人の墓があるということになりますが、いつまでに墓を撤去して立退かすという話し合いになつているのか。あと６日で完全に那覇市に引き渡すことができるのか、補償さえ確しでないが。




○建設部長（花城　直政君）

　工事に支障のないように相談して移したいと思います。査定中でございますので工事に支障のないようにできると思います。




○久高　友敏君

　部長の説明からすると契約書にある５月２０日までにということは意味なさないじやないか。５月２０日に引き渡すということは条文上の事だけであつて。




○建設部長（花城　直政君）

　それじや都市計画の道路工事のときはどうしましようか。それと同じやないかと思いますが。土地を買つてもその建物はまだ残つておりますので、あとで補償を出せばいいわけでございます。




○久高　友敏君

　私が申し上げてるのは、しいて５月２０日にしないで、はつきり契約の条文においてあと２カ月もおいていいんじやないかということです。つまり、支障を来たさなければ来月でも来年でもいいんじやないか。その墓が撤去されるまで。話し合いがついてから日にちを決めるべきじやないか。




○建設部長（花城　直政君）

　地主が２０日に払らつてくれということですので、払わなければ売らないということになります。そういつたものは買わなければ工事ができないので買わざるを得ないわけであります。




○議長（高良　一君）

　質疑を終結し討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　討論なしと認め採決に入ります。

議案第３３号　財産の取得について原案を可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　議案第３４号　土地売買契約について原案に同意することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意すること決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　議案第３５号　土地売買契約について原案に同意することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　以上をもちまして第１０２回臨時会を閉じることにいたします。



（午前１１時１６分　閉会）




～～～～～～～～～～～～～～
















上会議録を調整し署名する。




１９６８年５月１４日







議長　　　　　高良一　　　　㊞




署名議員　　　真栄城嘉園　　㊞




署名議員　　　金城庄瑞　　　㊞
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